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人
が
減
り
、
若
者
が
減
り
、

生
ま
れ
る
子
ど
も

の
数
ま
で

も
が
減
り
、

そ
し
て
山
が
荒
れ
、

海
が
荒
れ
、　
一
人
ひ
と
り

の

心
ま
で
が
バ
ラ
バ
ラ
で

な
ん
と
な
く
味
気

の
な

い

世
の
中
に
な

っ
て

し
ま

い
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
こ
と
に
は
お
構

い
な
く

地
球
の
営
み
は

一
分

一
秒

の
狂

い
も
な
く

新
し

い
年
を

運
ん
で
来
ま
し
た
。

一
九
〇
〇
年
代
最
後
の
年
で
あ
る

一
九
九
九
年
に
期
待
を
込
め
て
オ
メ

デ
ト
ウ
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

村
民
各
位
の
ご
多
幸
を
お
折
り
申
し

上
げ
ま
す
。

二
十

一
世
紀
の
夜
明
け
を
直
前
に

し
て
、

い
ま

一
番
暗

い
時
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
長
く
て
暗
い
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
出
す
た
め
に
は
、
い
ま
何
を
し
、

こ
れ
か
ら
わ
が
村
は
ど
ん
な
村
で
あ

り
続
け
る
べ
き
か
、
そ
う
し
た

「願

い
と
気
概
」
を
こ
め
て
つ
く

っ
た

「夢
を
創
り

。
時
代
を
奏
で
る
村
づ

く
り
総
合
プ
ラ
ン
」
が
今
年
か
ら
実

念
願
の
統
合
保
育
所
や
火
葬
場
は

三
月
完
成
を
め
ざ
し
て
急
ビ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
居
り
、
そ
れ
に
脇
元
海

岸
シ
ー
サ
イ
ド
事
業
や
鯵
ヶ
沢

・
十

三
線
の
道
路
改
良
事
業
を
は
じ
め
、

ほ
場
整
備
事
業
の
一
期
工
事
も
完
成

し
た
ほ
か
、
文
化
観
光
立
県
に
あ
た

り
、
十
三
湊
遺
跡
フ
オ
ー
ラ
ム
や
姫

神

・
奥
津
軽
十
三
湖
コ
ン
サ
ー
ト
、

十
三
湖

・
湖
上
ウ
オ
ー
ク
、
上
ノ
国

町
と
の
友
好
町
村
締
結
十
周
年
記
念

式
典
、
や
ま
な
み
バ
ス
の
運
行
、
イ

れ
に
皇
太
子
殿
下
の
十
三
湊
企
画
展

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
開
催
）
の

ご
視
察
な
ど
躍
動
感
の
あ
る
村
の
姿

を
内
外
に
印
象
づ
け
た
年
で
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
十
三
地
区
の
下
水
道
の
供

用
開
始
や
、
一二
億
円
を
投
じ
た
相
内
・

太
田
鏡
線
の
道
路
改
良
工
事
も
完
成

す
る
ほ
か
、
今
泉

・
実
取
間
の
い
わ

ゆ
る
十
三
湖
　
湖
岸
道
路
や
、
道
の

駅
周
辺
整
備
事
業
も
本
格
着
工
の
予

定
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

護
保
険
に
備
え
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め

「医

療
と
福
祉
」
を
家
庭
に
出
前
す
る

「包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
確
立
す

る
と
と
も
に

「訪
間
看
護
モ
デ
ル
事

業
」
も
実
施
す
る
考
え
で
あ
り
、
さ

ら
に

「健
康
と
長
寿
」
と
い
う
人
生

の
永
遠
の
テ
ー
マ
に
挑
戦
す
る
た
め

健
康
文
化
都
市
指
定
の
重
点
事
業
で

あ
る

「海
水
治
療
温
泉
」
の
建
設
に

も
着
手
し
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
は

「青
い
医
学
」
と
し
て
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
で
人
気
が
高
く
美
容

や
ダ
イ

エ
ッ
ト
や
ア
ト
ピ
ー
の
治
療

の
ほ
か
、
浮
遊
体
験
や
ス
ト
レ
ス
解

消
、
腰
痛
、
リ

ュ
ウ
マ
チ
に
も
効
果

が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
若
者
、
女
性
、

老
人
に
至
る
ま
で
多
く
の
方
々
が
利

わ
せ
て
特
養
ホ
ー
ム
の
誘
致
も
は
か

り
、
将
来
は
津
軽
半
島
最
大
の

「健

康
と
や
す
ら
ぎ
の
郷
」
に
し
た

い
と

考
え
て
居
り
ま
す
。

ま
た
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
基

盤
を
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
、
ほ

場
整
備
事
業
の
継
続
と
営
農
集
団
の

組
織
化
を
図
り
、
農
地
の
有
効
活
用

と

「
つ
く
る
農
業
か
ら
、
売
る
農
業
、

勝
ち
残
れ
る
農
業
」
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
中
世
の
港
湾
都
市
に
ふ
さ
わ

し

い
十
三
湊
漁
港
の
建
設
に
努
力
す

る
ほ
か
、
前
潟
の
漁
場
開
発
可
能
性

調
査
に
も
着
手
す
る
考
え
で
あ
り
ま

子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
に
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
さ
せ
、
生

き
る
力
を
育
て
、
変
化
に
対
応
し
て

い
く
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
複

式
学
級
や
新
入
生
ゼ
ロ
と

い
う
厳
し

い
現
実
の
中
で
子
ど
も
の
、
教
育
を

受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
と

い
う
視

点
か
ら
小
学
校
統
合
に
も
取
り
組
み

た

い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

十
三
湊
遺
跡
に
つ
い
て
は
港
湾
施

設
の
発
掘
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に

中
世
十
三
湊
遺
跡
展

（仮
称
）
の
開

催
を
す
る
ほ
か
、
上
下
水
道
、
ゴ
ミ

処
理
な
ど
生
活
環
境
の
整
備
充
実
も

図
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

経
済
も
財
政
も
未
曾
有
の
厳
し
い

年
明
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
未
来
を

信
じ
、
未
来
に
夢
を
託
し
な
が
ら
常

に
プ
ラ
ス
思
考
で
歩
み
続
け
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ

い
さ

つ
と
致
し
ま
す
っ

未
来
を
信
じ
、夢
を
託
し

な
が
ら
歩
み
続
け
た
い

市
浦
村
長
　
菖
］
　

松
“

隆
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二
十

一
世
紀

へ
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

市
浦
村
議
会
議
長
　
浜

田

春

士

村
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

に
あ
た
り
、
市
浦
付
議
会
を
代
表
し
、

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
、　

′し、

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

不
況
に
明
け
、
都
市
銀
行
と
大
手

証
券
会
社
の
倒
産
に
至
り
、
景
気
が

底
を
打
た
な

い
ま
ま
、
平
成
十
年
は

し
か
し
、
村
内
の
出
来
事
を
振
り

返

っ
て
見
ま
す
と
、
姫
神
　
奥
津
軽

十
三
湖

コ
ン
サ
ー
ト
、
市
浦
村
上
ノ

国
町
友
好
町
村
締
結
十
周
年
記
念
、

や
ま
な
み
バ
ス
の
運
行
、
村
内
観
光

バ
ス
の
運
行
、
実
取
地
区
ほ
場
整
備

事
業
の

一
部
完
成
、
農
業
集
落
排
水

処
理
場
の
建
設
、
統
合
保
育
所
建
設
、

斎
場
の
建
設
等
が
あ
り
、
県
内
外

へ

の
情
報
発
信
と

い
う
こ
と
で
は
、
多

忙
な

一
年
で
あ
り
、
成
果
も
多

い
年

ま
た
、
民
放
各
社
よ
り
放
映
さ
れ

た
、
市
浦
村
の
イ
メ
ー
ジ

コ
マ
ー
シ

ャ
ル
も
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
好
評

で
あ

っ
た
こ
と
も
、
特
筆
す
べ
き
出

来
事
で
し
た
〔

紀

へ
向
け
て
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の

昨
年
村
民
の
皆
さ
ま
の
英
知
を
結

浦
村
長
期
総
合
計
画
」

「健
康
文
化

と
快
適
な
く
ら
し
の
ま
ち
創
造
プ
ラ

ン
」
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
と
な
る

議
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
中
核
と

な
る

「海
洋
型
健
康
温
泉
施
設
」
タ

ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
を
、
昨
年
十
二
月
に

フ
ラ
ン
ス
は
英
仏
海
峡
に
面
す
る
、

察
、
実
際
に
体
験
す
る
機
会
を
得
ま

こ
の
体
験
を
も
と
に
、
市
浦
に
最

も
相
応
し
い

「
海
洋
型
健
康
温
泉
施

設
」
の
建
設
を
検
討
し
て
ま

い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

ョ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
高
齢
者
福
祉
施

設
、　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
、
リ
ゾ

ー
ト
地
に
お
け
る
環
境
問
題
に
つ
い

報
し
う
ら
の
紙
面
を
借
り
て
、
ご
報

告
し
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
十
三
湊
遺
跡
の
発
掘
継
続
、

般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
、
介
護

保
険
制
度
の
導
入
に
伴
う
、
保
険

医
療
　
福
祉
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
、
緊
急
か

つ
速
や
か
に
処

理
す

べ
き
案
件
が
、
山
積
し
て
お
り

「健
康
と
歴
史
文
化
に
根
ざ
し
た

む
ら
づ
く
り
」
の
た
め
、
議
会
も
付

行
政
と

一
体
と
な
り
、
そ
の
重
要
性

を
再
確
認
し
、
二
十

一
世
紀

へ
続
く

新
た
な
市
浦
村
躍
進
の
た
め
、
議
会

活
動
を

一
層
活
性
化
し
、
村
民
の
付

託
に
応
え
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
ｒ

旧
年
に
倍
す
る
ご
叱
責
と
、
ご
支

援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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■
日

●
新
年
を
祝
う
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
浦
付
コ
ミ
ュ
〓
ア
ィ
七
′
タ
ー

●
市
浦
村
連
合
婦
人
会
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典

●
極
寒
津
軽
体
感
バ
ス
ツ
ア
ー

（首
都
圏
か
ら
十
四
人
来
村
）
市
浦
村
他

■

日

●
相
内
橋
開
通
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
内
橋

●
第

一
回
市
浦
村
生
涯
学
習
推
進
大
会

●
第
二
回
十
三
湖
白
鳥
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一一面

マ
リ
ー
ナ

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
級
課
程
研
修

（
二
十
八
人
養
成
）

●
し
う
ら
和
牛
生
産
組
合
誕
生

目

日

●
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式

●
太
田
保
育
所
最
後
の
卒
園
式

●
十
三
湖
高
原
展
望
台
が
完
成

●
市
浦
村
商
工
会
制
作
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
紹
介
ビ
デ
オ
」
完
成

F♀崎
護ツ合おぅ生

▲村民の生涯学習に対する高い意識が表われていました

「第1回市浦村生涯学習推進大会」

一
九
九
八
年
の
お
も
な
で
き
こ
と
を
写
真

で
振
り
返

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
十
世
紀
最

後

の
年
と
な
る

一
九
九
九
年
に
は
ど
ん
な
で
き
こ
と

が
待

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

「相内橋開通式より」
▲首都圏から14名 が参加し、津軽の冬を

体験しました「極寒津軽体験バスツアー」

市
浦
村
の

お
も
な
で
き
ご
と

-406



(5)広 報ιチ4多

回
日

●

一
日
ド
ッ
ク
実
施

（総
合
健
診
）
　
　
　
　
　
海
洋
七
ノ
タ
ー
体
育
館

●
平
成
十
年
度
青
森
県
保
険

。
医
療

。
福
祉
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推

進
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
受
け
る

□
日

●
記
者
ク
ラ
ブ
と
の
懇
親
会

（平
成
十
年
度
村
づ
く
り
方
針
等
記
者

発
表
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ー
■
ム

「道
の
駅
」

●
実
取
地
区
水
田
第

一
期
整
備
工
事
が
完
成
　
　
　
　
　
相
内
実
取
地
区

日
日

●
や
ま
な

み
バ

ス
運
行
開
始
記
念

セ

レ
モ

ニ
ー

（～

八
月

二
十

一
日
ま
で
）
　

　

　

　

　

　

　

　

市
浦
村
ヽ
蟹
田
町
問

●
市
浦
村

イ
メ
ー
ジ

コ
マ
ー
シ

ャ
ル
放
送
開
始

（～

三
月
末
ま
で
）

●
第

一
回
村
友
会
議
、
姫
神

。
奥
津
軽
十

三
湖

コ
ン
サ

ー
ト
記
者
発
表

●
市
浦
村
消
防
団
観
閲
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
内
地
区

●
市
浦
村
消
防
団
災
害
地
視
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
奥
尻
町

●
津
軽
北
部
農
業
協

同
組
合
誕
生

目
□

●
青
森
県
家
畜
市
場

で
市
浦
牛
が
高
値

を
記
録

　

　

七
戸
町
県
家
畜
市
場

●
中
世
安
藤

の
里

め
ぐ
り
定
期
観
光
バ

ス
ツ
ア
ー
開
始

（
～

八
月

二
十

日
ま

で
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
浦
付
内

●

「
中

世
国
際
港
湾
都
市
十

三
湊

と
安
藤
氏
」
特
別
展

（～

八
月

二
十

三
日
ま
で
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
市
県
，ヽｉ
郷
ほ
館

＞
地
域
の
方

々
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
の

「太
田
保
育
所
最
後
の
卒
園
式
」

「
や
ま
な
み
バ
ス
運
行
開
始

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」

「
一
日
ド

ッ
ク
」

＞
青
森
県
全
域
に
市
浦
村
を
ア
ピ
ー

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
放
送
開
始
」

▲新たな観光名所 となりました

「十三湖高原展望台が完成」



●
知
事

と
の
ふ
れ
あ

い
談
義

●
協
元
海
岸
ふ
れ
あ
い
シ
ー
サ
イ
ド
竣
功
記
念
イ
ヘ
ン
ト

●
第
二
回
十
三
湖

・
湖
上
ウ
ォ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・≡
〓

●
文
化
観
光
立
県
宣
言
記
念

・
十
三
湊
遺
跡
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
　

青
ｔ菫
吉

●
文
化
観
光
立
県
宣
言
記
念

。
十
三
湊
遺
跡
現
地
見
学
会

一繭』捕
，

三
二

●
友
好
町
村
締
結
十
周
年
記
念
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
　
　
北
海
道
　
上
ノ
国
町

因
日

●
鶴
姫
神

。
奥
津
軽
十
三
湖
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
十
一一一湖
特
設
会
場

●
第
五
十
二
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

（市
浦
村
は
総
合
十
二
位
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
前
市

●
戦
没
者
追
悼
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
広
場

●
平
成
十
年
度
成
人
式
　
　
　
　
　
　
　
市
浦

「'98姫 神・奥津軽十三湖コンサート」

・・ ιチろ 6

▲脇元海岸が新しく生まれ変わりました
「脇元海岸ふれあいシーサイド竣功記念イベント」

●
夏
彩
祭

「
ね
ぶ
た
ま
つ
り
と
坊
様
踊
り
」
開
催

●
十
三
漁
協
が
漁
場
管
理
船

「
み
さ
ご
丸
」
導
入

五
日

●
津
軽
平
野
ロ
マ
ン
の
旅

（首
都
圏
か
ら
四
十
人
来
村
）
　

市
浦
村
他

●

「中
世
国
際
港
湾
都
市
十
三
湊
と
安
藤
氏
」
特
別
展

（～
十
月
四
日
ま
で
）　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

●
統
合
保
育
所
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
相
内
地
区

●
漁
業
集
落
排
水
施
設
整
備
工
事
安
全
祈
願
祭
　
　
　
　
　
十
一一一地
区

●
十
三
湖
高
原
駅
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
道
の
駅

「十
三
湖
高
原
駅
」

●
平
成
十
年
度
敬
老
会
　
　
　
　
　
　
　
市
浦
村
コ
ミ
ー

一テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●

「中
世
国
際
港
湾
都
市
十
三
湊
と
安
藤
氏
」
特
別
展
皇
太
子
視
察

●
ふ
れ
あ

い
交
流
体
験
学
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
上
ノ
国
町

「
知
事
と
の
ふ
れ
あ

い
談
義
」

「第

二
回
十

三
湖

。

湖
上
ウ
ォ
ー
ク
」

＞
地
域
を
越
え
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た

「
夏
彩
祭
ね
ぶ
た
ま
つ
り
と
坊
様
踊
り
」
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●
平
成
十
年
度

「
西
北
地
区
太
陽
の
子
の
集

い
」
市
浦
村
で
開
催

■
日

●
市
浦
村
火
葬
場
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
　
　
　
　
　
　
　
相
向
地
区

●
実
取
地
区
水
田
第
二
期
整
備
工
事
が
着
工
　
　
　
　
相
内
露
一早
地
区
等

●
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入

（地
域
医
療
の
向
上
を
め
ざ
す
）

●
青
森
県
民
俗
芸
能
大
会
に

「坊
様
踊
り
」
が
参
加

■
■
日

●
平
成
十
年
度
市
浦
村
褒
賞
授
与
式
　
　
　
　
市
浦
＝
あ
十
な
フつ
ホ
ー
ル

●
友
好
町
村
締
結
十
周
年
記
念
式
典

。
祝
賀
会

●
第
十
九
回
あ
す
を
拓

く
ふ
る
さ
と
ま

つ
り

●
平
成
十
年
度

「
あ
す
な
ろ
県
民
大
学
市
浦
村
移
動
講
座
」
開
催

■
日
日

●
第
四
回
関
東
地
区

「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」
交
流
会

●

「
活
彩
あ
お
も
り
大
祭
典
」
に
市
浦
村
か
ら
郷
土
芸
能
と
物
産
が

参
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
ド
ー
ム

●
民
生
児
童
委
員
辞
令
交
付
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
市

●
第
二
十
九
回
市
浦
村
共
同
保
健
医
療
福
祉
計
画
会
議

●
相
内
地
区
下
水
道
整
備
推
進
委
員
会
で
、
排
水
設
備
費
用
の
積
立

を
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
内
地
区

卜
地
域
医
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

「
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入
」

「友好町村締結10周 年記念式典・祝賀会」

拓
く
ふ
る
さ
と
ま

つ
り

」

「
活
彩
あ
お
も
り
大
祭
典
」

「十三湖高原駅まつり」

407-
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９

年

は

卵

年

。

十

二
支

の

四

詈

目

の
う

さ

ぎ

年

で

す

。

卵

は

東

の

方

角

、

ま

た

「
卯

の

刻

」

と

い

え

ば

、

年

前

六

時

こ

ろ

明
治
中
こ
ろ
か
ら

日
本
で
も
飼
育

う

さ

ぎ

は

、
ウ

サ

ギ

科

の
哺

乳

類

で
す

。

う

さ

ぎ

と

い

う

と

目

が

長

く

、
目

が

赤

く

、

を

思

い

浮

か

べ
ま

す

が

、

こ
れ

は

わ

た

し

た

ち

が

よ

く

見

る

日

本

白

色

種

て

、

ほ

か

に

も

多

く

の
種

類

が

い
ま

す

。

毛

が

自

黒

（
ま

た

は

白

茶

）

で

バ

ン

ダ

ウ

サ

ギ

と

も

呼

ば

れ

る

ダ

ツ
チ

、

耳

の

下

が

っ
た

ロ

ツ

プ

イ

ヤ

ー
、

日

の
短

い
ピ

ー

タ

ー

ラ
ビ

ツ

ト

な

ど

で
す

。

う

さ

ぎ

が

家

畜

化

さ

れ

た

の
は

十

二
～

十

三

世

紀

こ

ろ

と

い
わ

れ

、

そ

の
後

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

の
航

海

者

が

食

糧

の
補

給

源

と

し

て

各

地

に

広

め

た

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

第

一
次

世

界

大

戦

の

こ

ろ

は

ヨ

ー

ロ

ツ
パ

各

地

で
食

肉

用

、

毛

皮

用

に

さ

か

ん

に

利

用

さ

れ

ま

し

た

。

日

本

で
は

日

清

、

日

露

戦

争

の

こ

ろ

か

ら

、

日

本

白

色

種

が

大

量

に

飼

育

さ

れ

る
よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

う

さ

ぎ

を

数

え

る

と

き

に

、　

一
匹

、

二

匹

と

言

わ

ず

に

一
羽

、
二
羽

と

言

い
ま

す

。

こ
れ

は

、

言

、

獣

肉

を

食

べ

る

の
を

忌

み

嫌
っ
て
い
た
時
代
に
、
鳥
の
よ
う
な
数
え

応
を
し
て
う
さ
ぎ
を
食
べ
て
い
た
か
ら
で

し
よ
う
。
う
さ
ぎ
は
貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源

だ
っ
た
の
で
す
。

悪
役
や

英

雄

さ
ま
ざ

ま

な

役

回
り

に
発
し
て
い
ま
す
。
う
さ
ぎ
が
海
の
上
に

並
ん
だ
ワ
ニ
ザ
メ
を
だ
ま
し
て
因
幡
の
国

に
渡
ろ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
最
後
に

ワ
ニ
ザ
メ
の
怒
り
を
買
っ
て
し
ま
い
、
皮

を
は
ぎ
取
ら
れ
て
苦
し
ん
で
い
る
う
さ
ぎ

を
大
国
主
命
が
救
う
と
い
う
お
話
で
す
。

だ
れ
て
も
知
っ
て
い
る
う
さ
ぎ
の
話
と

さ
ぎ
と
カ
メ
が
向
こ
う
の
山
ま
で
、
ど
ち

ら
が
先
に
行
け
る
か
競
争
し
ま
す
。
早
い

う
さ
ぎ
は
、
カ
メ
が
の
ろ
い
の
を
見
て
途

す
。
そ
の
間
に
カ
メ
が
コ
ー
ル
す
る
と
い

う
お
話
で
、
地
道
に
努
力
す
れ
ば
必
ず
成

功
す
る
と
い
う
教
訓
で
す
。

こ
う
し
た
話
は
、
動
物
競
争
物
語
と
し

て
各
国
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
勝
つ
方
の
動

物
が
カ
メ
で
は
な
く
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
、
カ

ニ
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
、
ナ
メ
ク
ジ
だ
っ
た
り

し
ま
す
。
負
け
る
方
も
う
さ
ぎ
だ
け
で
は

な
く
、
ウ
マ
、
キ
ツ
ネ
、
ヒ
ョ
ウ
、
ゾ
ウ

な
ど
き
ま
ざ
ま
で
す
。

も
う

一
つ
、
日
本
の
音
話
で
有
名
な
の

が

「カ
チ
カ
チ
山
」
で
す
。
こ
の
話
に
は

ち
よ
っ
と
残
酷
な
シ
ー
ン
も
あ
る
の
で
、

最
近
で
は
あ
ま
り
語
り
継
が
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
。

タ
ヌ
キ
に
お
ば
あ
さ
ん
を
殺
さ
れ

て
し
ま
い
、
嘆
き
悲
し
む
お
し
い
さ
ん
に

同
情
し
て
、
う
さ
ぎ
が
あ
だ
討
ち
を
し
ま

タ
ヌ
キ
が
背
員
っ
た
薪
に
カ
チ
カ
チ
と
大

打
ち
石
で
大
を
つ
け
て
や
け
ど
を
さ
せ
ま

す
。
さ
ら
に
、
タ
ヌ
キ
を
泥
船
に
乗
せ
て

川
に
沈
め
て
し
ま
い
ま
す
。

う
さ
ぎ
の
復
■
と
い
う
筋
薔
き
で
す

が
、
知
恵
が
勝
利
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ

懲
悪
の
教
え
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

り
、
た
ま
し
た
り
だ
ま
さ
れ
た
り
と
、
い

ろ
ん
な
役
回
り
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

よ

く

知

ら
れ

て
い
る

月

の
餅

つ
き

う
さ
ぎ

う
さ
ぎ
は
身
近
な
動
物
の
わ
り
に
は
、

親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
わ
ざ
は
少
な
い
よ

「兎
死
す
れ
ば
、
狐
こ
れ
を
悲
し
む
」
「狐

死
し
て
兎
泣
く
」
は
、
同
類
の
死
を
悲
し

む
と
い
う
こ
と
。
「兎
に
祭
文
」
は

「馬

の
耳
に
念
仏
」
と
同
じ
意
味
で
、
言
っ
て

も
無
駄
な
こ
と
。
「兎
の
上
り
坂
」
は
、

最
も
得
意
と
す
る
場
所
で
力
を
発
揮
す
る

こ
と
。
「兎
兵
法
」
は
生
兵
法
の
こ
と
で
、

役
に
立
た
な
い
こ
と
。
ど
の
こ
と
わ
ざ
も

ふ
だ
ん
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
う
さ
ぎ
と
い
う

と
、
月
の
餅
つ
き
う
さ
ぎ
て
し
ょ
う
。
平

十
円
郵
便
切
手
お
よ
び
年
賀
五
十
円
郵
便

切
手
の
意
匠
は
、
「佐
原
張
り
子
」
の
餅

つ
き
う
さ
ぎ
で
す
。
こ
れ
は
、
千
葉
県
佐

原
市
の
手
張
り
の
民
芸
品
で
す
。
八
十
円

の
方
は
、
「山
形
張
り
子
」
の
玉
乗
り
う

さ
ぎ
で
す
。

一
月
の

一
日
か
ら
三
日
ま
で
が

三
が
日
。
こ
の
期
間
は
正
月
気
分

で
の
ん
び
り
過
ご
す
方
も
多

い
こ

こ
う
し
た
習
慣
は
、
時
代
に
よ

り
、
場
所
に
よ

っ
て
少
し
ず

つ
違

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
三

日
間
は
、
家
族
が
晴
れ
着
を

着
て
集
ま
り
、
お
と
そ
で
新

年
を
祝

い
、
雑
煮
や
お
せ
ち

料
理
を
食
べ
る
と

い
う
の
が
、

一
般
的
の
よ
う
で
す
。
そ
し

て
、
年
始
の
あ
い
さ
つ
に
行

つ
た
り
、
反
対
に
人
が
来
た

お
せ
ち
料
理
は
ご
ち
そ
う
で
あ

り
、
三
が
日
の
間
、
料
理
な
ど
を

し
な
く
て
済
む
た
め
の
保
存
食
で

も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
三
が

日
は
、
朝
は
毎
日
雑
煮
、
昼
　
晩

も
ご
飯
を
炊
か
ず
に
お
じ
る
粉
や

き
な
こ
餅
を
食
べ
る
こ
と
も
、
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昔

は
餅
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
だ

っ

た
の
が
、
最
近
は
正
月
と

い
っ
て

も
特
に
餅
を
食
べ
る
こ
と
を
し
な

い
で
、
い
つ
も
ど
お
り
の
パ
ン
食

都
会
の
交
通
事
情
に
関
し
て
は
、

三
が
日
は
自
動
車
の
交
通
量
が
ふ

だ
ん
よ
り
だ

い
ぶ
少
な

い
の
で
、

排
出
ガ
ス
も
減

っ
て
空
気
が
澄
ん

だ
感
じ
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
三
が
日
は
官
公
庁

も
仕
事
は
休
み
で
す
が
、
二
十
四

時
間
休
み
な
し
に
活
動
し
て
い
る

の
が
警
察
の

一
一
〇
番
。　
一
一
〇

番
通
報
制
度
は
昭
和
二
十
三

年
に
発
足
し
、
事
件
事
故
な

ど
の
早
期
解
決
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
ま
す
。
毎
年

一
月

十
日
は

「
一
一
〇
番
の
日
」
。

こ
れ
を
機
に

一
一
〇
番
通
報

制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
有
効
に
利
用
で
き
る
よ

三が曰


